
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

全窒素削減量

全リン削減量

水草除去量

植生水路工

（補正）

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

今後は、現在策定中の第７期諏訪湖水質保全計画に位置付けられた水質浄化工法を実施していくことで、諏訪湖の水質改善に寄与して

いく。

目標に対

する成果

の状況

水草除去工については、予定通り事業を実施し目標を超える除去量を達成することができた。また、植生水路工（補正）については、地元

調整に時間を要したため、目標の実施延長を達成することができなかったが、次年度には着手できる予定である。

 概算事業費（B（A）+C） 172,322 186,300 362,696

- -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

概　算

人件費

2.04 2.04 2.04

-

－ 0.2km 0.0km 未達成

172,322 186,300

Aの

財源

357,944 362,696

0 0 0

117,179

0

130,366 245,221 245,517

予

算

額

前年度繰越 26,050

60,684 112,723

補正予算 9,000 183,217

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

河川環境整備事業 直接

諏訪湖（岡谷市、諏訪市、下諏訪町）において、水質

浄化工を実施した。

156,000 186,300 191,052

１　水・大気環境の保全 実施期間 S44 ～ H39

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

河川法、湖沼法

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

３－２　豊かな自然環境の保全

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 11 05 10 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 河川環境整備費河川環境整備費河川環境整備費河川環境整備費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 河川課

項目

－ －

－ 510t/年

191,052

水質の環境基準を超過している諏訪湖において、湖沼法に基づく第6期水質保全計画に定める長期ビジョン「人と生き物が共存する諏訪

湖」及び水質保全目標値（COD値、窒素、リン）等の達成のため、水草除去工、沈殿ピット工、植生水路工を実施し、水質改善を図る。

　＜水質保全計画水質目標値（H24～H28)＞

　【COD】   （環境基準) 3.0  mg/l　（現状）5.7  mg/l→（目標）4.8 mg/l

　【全窒素】（環境基準）0.60 mg/l　（現状）0.76 mg/l→（目標）0.65mg/l

　【全リン】（環境基準) 0.050mg/l　（現状）0.043mg/l→（目標）維持向上

   ※（現状）は第5期計画期間中の平均値

昭和44年度から平成15年度までの湖底浚渫に替わる水質浄化工法として、H24.8月学識者等からなる工法検討委員会により諏訪湖に適

した工法が選定された。この工法をH24策定の第6期諏訪湖水質保全計画に位置付けた。

156,000 191,052

合計（A) 191,050

1.68t/年

29年度

18,727 171,644

当初予算 156,000

第6期水質保全計画期間内（～H28）にＣＯＤ、全窒素、全リンの水質目標値を達成するため、510tの水草を除去し、全窒素、全リンの量

を着実に削減する。

また、9月補正（国補正対応分）により、植生水路工を0.2km実施するとともに、分級洗浄工等を実施する。

Ｈ28

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

合計 156,000 186,300

成果目標の達成状況

H26末

1.96t/年

0.21t/年

－

－

526t/年 達成 510t/年

－ － －

H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

0.2km

－0.18t/年

施策展開


